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利用者行動に基づいた電子通信環境の解析1







































































































































式に示すように、接続できた回数rづ において情報が得られなかった回数r づ て の割合にC を
掛け合わせたものとした。








十従 つて、 各Agent が電子 通 信環境 利用 シ ミュ レ ーシ ョン を 行 っ た 後 に 得 ら れ る 真 の 効 用7 は シ











6 経 営論 集 第45 号（1997 年3 月 ）
選択された特性は、同様にして選択されたもう一つの特性と交配して、次の世代に継承される利
用者特性を2 つ作り出す。交配においては、それぞれの行動特性パラメータ集合を継承される遺伝
子と見なして、その集合を1 点交叉させている。ここでは5 つのパラメータがあるので、1 から4
までの4 つの交叉点を考えており、交叉点に応じて交換されるパラメータ数が変わるのである。例










情報を持だない。シミュレーションの単位時間は10分とし、1 日を10分単位に区切って144 単位と ＜





）電子環境への1 日当たりの利用回数は、O ～3 回 し2

















































● ● ● 1 17 33 49.
○ 2 18 34 50
○ ● 3 19 35 51
○ 4 20 36 52
O ● ● 5 21 37 53
○ 6 22 38 54
○ ● 7 23 39 55





● ● ● 9 25 41 57
○ 10 26 42 58
○ ● 11 27 43 59
○ 12 28 示 60
○ ● ● 13 29 45 61
○ 14 30 46 62
○ ● 15 31 47 63
○ 16 32 48 64
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1 本研究は文部省科学研究費奨励研究（A）「利用者行動のシミュレーシ3 ンに よる組織利用型情報 システ ム
の成否分析」課題番号08780406 の研究補助金に基づいて研究された。
















本体はSUN-OS 上のC 言語で書かれているが、乱数発生関数部分のみGNUC ＋＋を用いている。 ∇11
実験的な想定のため通信チャンネルを1 本としたが、現在のGATS-BBS も外部回線は1 回線となってい
る。12




本論文では総利用者数150 名の場合のみを示しているが、総利用者数が50 名、100 名j、200 名の場合でも300O
世代までシ ミュレーションした結果から同様のことが観測された。16
今回のシミュレーシa ンではプログラムのバグを検出するため、全て同系列の乱数を用いた。17












［5］北野宏明「遺伝的アル ゴリズムの基礎」『遺伝的 アルゴリズム』産業図書, 」pp.3-41,1993.
［6］星野力 ，他［遺伝的アルゴリズ ムによる動物行動様式の学習と進化］『遺伝的アルゴリズ ム』産業 図書，pp.287-304,1993.C1997
年2 月4 日受 理）
